


















 

研究目的 

 現在行われている遺伝相談は,一回あるいは比較的短期間に行われる数回の

面接による対話過程によって終る場合が大部分である。従って,クライアントが

結婚や子供をもうけることへの方向をどのように定めていったかについて,カ

ウンセラーはその真の結果および結果への道程を知る機会は殆んどない。この

ため,カウンセラーは自分自身の行った遺伝相談の結果が,果してどのようなも

のであったかを正確に知ることは殆んどできない。 


